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析 したoスピン緩和時PRU 2は招 2-T7, 1/T2-exp (一浩 ) の いず れ で も 記述可能であ-た〇

§5. 議 論

Dの値は計算で求められ号)線幅の解析より求めたDtま計算値の数倍の値を示すが,定性的温

度変化とオーダーは一致している｡ (table.1)スピン拡散導入による改善点は,

(i) すべてのパラメーターに周波数依存性を導入しないですんだこと｡

(ii) 低磁場側のモー ドの位置をより実験値に近づけられたこと｡

である｡CoS2の場合,スピン拡散による緩和の導入は正しい方向を示しているように思われ

る｡

(ref) 1)K･Manabe,(1979)修士論文.

2)Am ent-Rado,Phys.Rev.97(1955)1558.

3)FJ･Dyson,Phys.Rev.98(1955)349.

4)L･L･Hirst,Phys.Rev.141(1966)503.

7. 核磁気共鳴に依る強誘電体相転移の研究

中 村 力

強誘電体相転移の研究には,分極や誘電率を求める電気的測定をはじめとし,多様な手段が

用いられている｡これらのなかでNMRは結晶の静的な構造や動的な振舞いの変化を,原子核

をプローブとして観測しているために,非常に微視的なレベルの情報を得られるという特徴が

あるo例えば動的な振舞いの変化については,スピン-格子緩和時間 :Tlを測定することに

より有益な情報を得られる場合が多い｡これについてはMASD〔C托NIもAl(Soヰ)2･12ItO]

に於ける 1H核のTlを測定し,その温度依存性が柏転移点 :Tcの近 くで整列一不整列型強誘

電体に特有の対数発散 (Tl-1∝Ln(T-To),To:常誘電的 Curie温度 )となることを兄い出

した1.)又,静的な構造の変化については,核の共鳴周波数のズレを測定することにより,個々

の核の位置に於ける対称性等についての知見を得ることができる｡今回は,この観点から In-

commensurate な構造 をとる中間相をもつ Rb2ZnC14 について行なった 87Rb核のNMRにつ

いて報告する2.)

§1. 序 論

Rb2ZnCl｡は高温相で結晶構造 D…6n-pmcnをとり, 302K, 193Kでそれぞれ NormalJn-

commensurate-Commensurate(N-INC-C)相転移 を起こしC相では強誘電体となることが知ら

れている3.,4)(TableI) INC相とは基本構造 (この場合N相)が INC な波数ベクトルを持
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つ変調波で変調を受けた構造として理解さ

れている｡このため微視的に見れば INC

な波数ベクトルを持っ変調を受けることに

より,非等価な位置の種類が増加すること

になる｡ 故に,核の位置の局所場の変化を

反映する電気四重極相互作用による摂動を

受けたNMR信号を観測すれば,変調構造

についての微視的情報が得られるであろう

と期待される｡

§2.実験方法
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Rb2ZnCl｡の単結晶は水溶液から温度降下法で作製 した｡ この単結晶の面角を測定して結晶

軸方向を定め,相転移点決定のための誘電率測定用の試料,及びNMR用の試料を切 り出した｡

NMR用の試料は研磨してa軸及び C軸に平行な軸 をもつ円柱状に整形 した｡又, a軸方向の

誘電率の測定からINC-C相転移点 :㌔ は-81･5℃であることがわかった｡又,30℃ 附近

での誘電率の測定に於いて異常は検出できず,N-INC相転移点 :T.はNMR共鳴線の分離l

が始まる温度 30℃ とした｡

NMRは Larmor周波数を8.0000MHzとして磁場を掃引し 87Rbの中心線 (十1/2く→-1/2

遷移)を観測した｡試料と同一磁場中に置かれた重水中の 2D核の信号を別のNMR分光器で

検出し磁場の較正に用いた｡

温度制御は窒素ガス又は空気の吹きつけにより行ない, 測定中の温度のバラつきは 0.1℃以

内,又試料の上下の温度差は 0.5℃以内に抑えてある｡

§3. 実験結果

N相 (35.OoC)に於いて結晶をC軸 とa軸のまわりで回転させ 87Rb核の電気四重極相互作

用の2次の摂動による共鳴磁場シフトの角度依存性を測定した (_Fig.1(a),(b))｡ これから

Rb核の位置での電場勾配 (E.FG)テンソルの

主値と主軸方向を求めた (TableII)｡この結果,

N相では全ての Rbはα軸に垂直な鏡面内にあり,

更に単位胞内のRbの非等価な位置の種類は2種

類であることが兄い出さ叫た｡ blgHoの場合の 2

次シフトの温度変化 も測定された (.Fig.2)0

N相の共鳴線はT.でそれぞれ 2本づっに分離し,1
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更に温度を下げ ㌔ に近づ くとC相 と同じ数の共鳴線がほぼ対応する磁場のところに観測され

る様になる｡これは㌔ の近 くでは INC相が微視的にはC相と同じ構追 (Discommensurate

構造)となっていることを示唆している｡

Blinc等により.FT-NMRを用いた測定 もなされてお り, INC相のr.に近い ところでの1
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共鳴線形は基本構造が INCな波数の正弦的な変調波で変調を受けた構造と考えることで説明

できると報告 している50)

これらを纏めると, INC相はriの近 くでは平面波で変調を受けた構造, ㌔ の近 くでは

一種の分域構造として理解することが妥当と思われる｡

1)T.Nakamura,M.KasaharaandI.Tatsuzaki:J.PllyS.Soc.Jpn.48(1980)882.

2)T.Nakamura,M.KasaharaandI.Tatsuzaki:J.Phys.Soc.Jpn.49(1980)1429.

3)S.Sawada,Y.Shiroishi,A.Yamamoto,M.TakashigeandM.Matsuo:∫.PllyS.Soc.Jpn.

43(1977)2099.

4)K.GesiandM.Iizumi:J.Phys.Soc.Jpn.46(1979)697.

5)R.Blinc,S.Juznic,V.Rutar,J.SeligerandS.Zumer:Phys.Rev.Lett.44(1980)609.

8･ 競合する異方性 をもつ反強磁性体混晶 Fe(卜 ∬)CoJC12の磁性

俵 谷 忠 浩

§1. 序 論

最近,ランダム磁性体の磁性,特

にその磁気的な秩序状態が非常な関

心を持 って研究されている｡ 我々は

そのうちの"競合する異方性を持つ

反強磁性体混晶〝に属する･Fe(卜∬)

coJc121)の磁性を実験的に調べた｡

理論的には分子場近似2),3)やくりこ

み群論4)を用いて調べられてお り,

転移温度対濃度の相図にランダム系

に特有な秩序相 (OA.F相2)又は

mixedordering相4))が存在すること

が予想されていた｡実験例としては

我々の研究室で行なった-Fe(ト∬)Co∬

c l2 ･2Ⅰち05,)Fe(1-a)CoxC12 の 他 Fig･1･

にK2Mn(1-x)･Fex-F46),Rb2Co(1-x)-Fex
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